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議会だより「山都」第57号 2

６月定例会 令和７年第２回定例会は、６月５日に開会
し12日に閉会しました。報告6件、条例4件、
補正予算4件、工事請負5件、諮問2件、そ
の他5件を審議しました。

令和 7年度一般会計補正予算（第 1号）
　令和7年度一般会計補正予算は、7,600万円を減額し総額140億
6,700万円となりました。主な内容は次のとおりです。

一般会計 事業内容
物価高騰対応重点支援地方交付金事業費
システム改修委託料 188万1千円

（定額減税に伴う調整給付事業分）

戸籍住民登録費
戸籍情報システム改修委託料 287万1千円

児童福祉総務費
放課後児童クラブ運営業務委託料 300万円

環境衛生費
水道事業会計繰出金 921万7千円
・人件費　604万7千円
・新しい地方経済・生活環境創生交付金　317万円

団体営土地改良費
防災重点農業用ため池の防災工事に関する構想設
計業務委託料

327万3千円

地籍調査費
地籍調査業務委託料 △1億1,832万円

山都町運動公園施設費
防災倉庫用備蓄品購入費 750万円

減税調整給付金（物価高騰重点支援給付
金事業）に係る給付金システム改修を行
うもの
＊財源：全額国庫補助

令和7年5月6日の改正戸籍法施行により
戸籍の記載事項に氏名への振り仮名が追
加されるための予算
＊財源：全額国庫補助

矢部小校区で新たに放課後児童クラブを
開設し運営する事業所に業務を委託
＊財源：一般財源

衛星データを活用した広域漏水調査のた
めの繰出し金

７か所のため池が指定
これらのため池の安全性の確保に必要な
防災工事について、集中的かつ計画的に
実施するために構想設計を策定するもの
＊財源：一般財源

国予算の割当額の変更
（減額）により委託料を減
額するもの。
国：1/2、県：1/4、町：1/4

国費：△60,936千円
県費：△30,468千円
町費：△26,916千円

合計：△118,320千円

・中央グラウンドに設置する「防災備蓄
倉庫」内に保管する「防災備蓄品」

・避難者（屋外）300～900人を想定
＊財源：一般財源
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（
工
藤
）今
回
の
補
正
予
算
で
一
般
財
源

の
物
価
高
騰
に
よ
る
補
助
金
と
し
て
学

校
給
食
及
び
保
育
園
等
は
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
介
護
施
設
に
対
す
る
補
助
金

に
つ
い
て
予
算
計
上
の
見
込
み
は
あ
る

の
か
。

（
福
祉
課
長
）今
回
の
補
正
予
算
で
物
価

高
騰
対
策
で
の
私
立
保
育
園
へ
の
補
助

金
を
計
上
し
て
い
る
。
県
の
方
か
ら
福

祉
事
業
所
ま
た
、
医
療
機
関
等
に
お
い

て
も
、
物
価
高
騰
対
策
事
業
の
情
報
を

得
て
い
る
。
情
報
が
決
定
次
第
、
介
護

事
業
所
等
に
連
絡
す
る
。

（
矢
仁
田
）旧
病
院
の
解
体
後
、
地
盤
沈
下

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
土
地
の
利

用
に
つ
い
て
今
後
の
計
画
が
あ
っ
て
し
か

る
べ
き
と
考
え
る
が
町
長
に
伺
う
。

（
町
長
）病
院
跡
地
に
つ
い
て
は
概
算
の
計

画
を
実
施
し
た
事
が
あ
る
。
今
後
の
土
地

の
利
用
に
つ
い
て
は
一
回
更
地
に
し
た
上

で
し
っ
か
り
と
活
用
の
方
向
性
を
検
討
し
、

住
宅
地
や
企
業
誘
致
等
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
計
画
し
な
が
ら
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

主な内容

主な内容

ケアプランデータ活用促進モデル地域づくり事業補助金
773万6千円

・クラウド活用でケアプランを共有し、業務負担軽減と介護現場の効率化を促進するシステム

資本的支出　特別損失 8,871 万 6 千円
・旧病院解体事業にともなう予算科目の組替え
　資本的支出（建設改良費）⇒　病院事業費用（特別損失）へ

令和7年度介護保険特別会計補正予算（第1号）

令和7年度山都町病院事業会計補正予算（第1号）

旧蘇陽病院解体工事　概要図
赤枠が解体の対象です。

※
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ

ム
と
は
）
毎
月
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
間

で
や
り
取
り
さ
れ
る
ケ
ア
プ
ラ
ン（
予

定
・
実
績
情
報
）
に
つ
い
て
、
ク
ラ

ウ
ド（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
デ
ー

タ
等
を
利
用
で
き
る
仕
組
み
）
を
活

用
し
て
電
子
的
に
関
係
者
間
で
共
有

で
き
る
シ
ス
テ
ム
。
こ
れ
に
よ
り
、

介
護
事
業
所
の
文
書
作
成
に
要
す
る

負
担
軽
減
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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一
人
当
た
り
市
町
村
民
所
得（

※
１
）と

い

う
統
計
指
標
を
見
る
と
、
転
出
超
過
が

止
ま
ら
な
い
山
都
町
は
熊
本
県
内
で
上

位
か
ら
40
番
目
前
後
を
推
移
し
て
い

る
。
か
た
や
、
上
位
を
見
る
と
菊
陽
、

嘉
島
、
合
志
、
南
関
、
西
原
、
大
津
と

続
き
、
人
口
の
転
入
超
過
、
あ
る
い
は

転
出
超
過
で
も
ご
く
僅
か
な
市
町
村
が

続
い
て
お
り
、
人
口
の
社
会
増
減
に
何

か
し
ら
の
関
連
性
が
あ
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

（
副
町
長
）
熊
本
県
で
は
、
半
導
体

関
連
の
業
種
等
が
集
積
し
て
い
る
市
町

村
を
中
心
に
企
業
所
得
の
影
響
に
よ
り

１
人
当
た
り
市
町
村
民
所
得
が
高
い
傾

向
。
人
口
増
加
率
は
、
令
和
７
年
の
前

年
同
月
比
人
口
増
減
で
は
、
人
口
が
増

加
し
て
い
る
市
町
村
は
上
益
城
郡
内
３

町
を
含
む
６
自
治
体
と
な
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
半
導
体
関
連
業
種
等
の
影
響

が
見
受
け
ら
れ
、
質
問
の
よ
う
に
、
一

定
の
相
関
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
一
人
当
た
り
市
町
村
民
所
得
が
高

く
な
る
に
は
、
企
業
の
立
地
な
ど
の
要

因
が
あ
る
。
そ
の
企
業
の
被
雇
用
者
が

企
業
の
近
隣
に
居
住
す
る
と
い
う
こ
と

を
選
択
し
た
結
果
、
人
口
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
で
、
相
関
関
係
が
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

若
い
世
代
が
目
指
す
職
種
の
傾
向

で
、
観
光
産
業
は
高
い
位
置
に
あ
る
と

い
う
統
計
値
が
あ
っ
た
。
観
光
産
業
と

い
え
ば
、
宿
泊
ニ
ー
ズ
に
対
し
山
都
町

の
供
給
は
ま
だ
十
分
と
言
え
る
状
況
で

は
な
い
と
い
う
調
査
結
果
も
出
て
い

る
。
受
け
皿
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指

す
な
ど
観
光
産
業
を
伸
ば
し
、
関
連
企

業
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
若
い
世

代
の
人
口
社
会
減
を
抑
え
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
、
町
の
分
析
は
。

（
副
町
長
）
人
口
の
社
会
減
を
抑
制

す
る
た
め
に
は
、
働
く
場
所
の
拡
大
が

必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
特
定
の
層

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
そ
の
方
々
が

働
き
た
い
と
思
う
業
種
の
企
業
を
誘
致

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
口
増
加
の
た

め
の
一
つ
の
方
法
論
と
し
て
あ
り
得

る
。
先
行
事
例
等
を
含
め
て
情
報
収
集

し
、
実
現
可
能
性
を
検
討
す
る
上
で
の

参
考
に
し
た
い
。

人
口
の
社
会
減
を
抑
え
る
た
め
に

有
効
な
政
策
の
軸
は 眞

まはら

原 誠
まこと

議員

全質問の動画は
こちらです

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
こ
れ
ま
で
の

総
額
と
、
そ
の
使
い
方
の
説
明
を

（
総
務
課
長
）
令
和
６
年
度
末
の
寄

附
金
残
高
が
約
４
億
円
。
そ
こ
か
ら

２
億
円
取
り
崩
し
て
、
令
和
７
年
度
の

各
事
業
に
充
て
て
い
る
。

条
例
に
基
づ
き
、
自
然
環
境
保
全
に

３
０
０
万
円
、
観
光
資
源
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
２
６
４
０
万
円
、
地
場

産
業
育
成
、
雇
用
促
進
に
１
５
３
０
万

円
、
健
康
で
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
８
５
１
０
万
円
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
に
６
２
１
０
万

円
、
生
涯
学
習
・
文
化
芸
術
の
振
興
に

６
１
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
事
業
内
容
で
見
て
み
る
と
、

予
防
接
種
委
託
料
２
６
０
０
万
円
、
集

団
検
診
委
託
料
３
６
０
０
万
円
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
に
３
６
０
０
万
円
、
合

計
約
１
億
円
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

安
定
財
源
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
ふ

る
さ
と
寄
附
金
を
、
以
上
の
よ
う
な
大

事
な
事
業
に
充
て
る
の
は
い
か
が
な
も

の
か
。
限
定
的
な
も
の
に
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
国
段
階
で
給
食
費
無
償
化

の
動
き
が
あ
る
。
そ
れ
が
実
現
す
る
ま

で
の
限
定
的
な
事
業
と
し
て
、
現
時
点

で
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
残
の
２
億
円
か

ら
、
補
正
を
組
ん
で
助
成
を
し
た
ら
ど

う
か
。
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に

は
、
４
３
０
０
万
円
が
必
要
と
聞
い
て

い
る
。
せ
め
て
そ
の
半
分
２
１
５
０
万

円
を
助
成
し
て
ほ
し
い
。

（
総
務
課
長
）
給
食
費
無
償
化
の
財

源
を
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
頼
る
こ
と

は
、
安
定
財
源
で
な
い
こ
と
か
ら
難
し

い
。今

年
度
補
正
で
半
額
助
成
を
と
い
う

こ
と
に
対
し
て
も
、
現
時
点
で
の
ふ
る

さ
と
寄
附
金
残
の
約
２
億
円
に
つ
い
て

は
、
財
政
状
況
も
考
え
、
確
保
し
て
お

き
た
い
。

昨
今
の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
こ

こ
数
年
は
国
の
補
助
を
活
用
し
物
価
上

昇
分
を
補
填
し
て
い
る
。
今
後
国
の
補

助
が
期
待
で
き
な
い
と
き
は
、
別
途
対

応
策
の
検
討
が
必
要
か
と
考
え
る
。

小
中
学
校
給
食
費
に
対
し
、
ふ
る
さ
と
寄

附
金
か
ら
半
額
で
も
補
助
し
た
ら
ど
う
か

西
にしだ

田由
ゆ み こ

未子議員

全質問の動画は
こちらです

ふるさとくまさんデー
栄養バランスのとれた給食

（
※
１
）

一
人
当
た
り
市
町
村
民
所
得
：

　

雇
用
者
報
酬
、
財
産
所
得
、
企
業
所
得
な

ど
の
合
計
を
、
そ
の
年
の
当
該
自
治
体
の
総

人
口
で
割
っ
た
値
で
、
地
域
間
の
経
済
水
準

を
比
較
す
る
際
に
有
効
な
指
標
と
し
て
用
い

ら
れ
る
。
個
人
の
所
得
水
準
を
示
す
も
の
で

は
な
い
。
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動
物
の
国
宝
と
も
言
え
る
国
の
特

別
天
然
記
念
物
「
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
」

の
保
護
に
つ
い
て
、
蘇
陽
地
区
の
柳
や

高
畑
で
も
目
撃
さ
れ
、
こ
こ
数
年
高
森

峠
で
も
頻
繁
に
出
没
し
て
い
る
が
、
交

通
事
故
に
遭
う
危
険
性
が
あ
る
。
ス

ピ
ー
ド
を
減
速
す
る
標
識
は
設
置
で
き

な
い
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
現
在
注
意
喚
起

の
横
断
幕
を
設
置
し
て
い
る
が
、
恒
久

的
な
道
路
標
識
に
な
れ
ば
、
熊
本
県
へ

の
占
用
許
可
申
請
等
の
手
続
き
が
必
要

で
あ
り
予
算
も
生
じ
て
く
る
。
今
後
、

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ

カ
の
生
息
状
況

を
注
視
し
つ
つ
、

高
森
町
教
育
委

員
会
と
も
連
携

し
検
討
し
て
い

く
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
役
員
の
成
り
手

不
足
等
で
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
中
止
や
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
の
脱
退
が
相

次
い
で
い
る
。
ま
た
、
買
物
支
援
の
移

動
販
売
車
も
山
都
町
全
体
の
カ
バ
ー
が

で
き
て
い
な
い
。
集
落
支
援
員（

※
２
）の

活
用

を
図
り
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
当
た
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

（
福
祉
課
長
）
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
対

し
て
は
、
昨
年
度
か
ら
集
落
支
援
員
を

1
名
採
用
し
て
地
域
の
悩
み
相
談
の
対

応
を
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
す
ぐ
に

は
成
果
が
現
れ
な
い
現
状
で
あ
る
。
今

後
も
集
落
支
援
員
と
情
報
を
共
有
し
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
、
買
物
支
援
に
つ
い
て
は
、
集

落
支
援
員
の
雇
用
も
一
つ
の
手
段
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
が
、
集
落
支
援

員
の
成
り
手
を
探
す
の
も
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。ま
ず
は
、社
協
の
生
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
買
物
支
援
の

対
応
を
考
え
て
い
る
が
、
新
た
な
買
物

支
援
の
希
望
の
事
業
所
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
体
制
は
整
え
て
い
る
。

町
の
課
題
解
決
に
向
け
て
の
取
り

組
み
を
問
う

藤
ふじかわ

川 多
た み

美議員

全質問の動画は
こちらです

一
昨
年
、
通
潤
橋
が
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
観
光
客
が
増
え
て
い
る
。
秋
の

シ
ー
ズ
ン
に
は
例
年
の
県
内
小
学
校
４

年
生
の
見
学
旅
行
も
あ
る
。
た
く
さ
ん

の
見
学
者
の
目
に
触
れ
る
川
が
濁
っ
て

い
て
、
お
世
辞
に
も
き
れ
い
な
川
と
は

言
え
な
い
。
ゴ
ミ
が
浮
い
て
い
た
り
、

時
に
は
臭
い
が
発
生
し
、
来
訪
者
に
指

摘
さ
れ
る
こ
と
も
度
々
で
あ
る
。
川
の

浄
化
に
関
す
る
町
の
認
識
を
伺
う
。

（
環
境
水
道
課
長
）
川
の

清
掃
に
関
し
て
は
、
指
定
管

理
者
が
定
期
的
に
行
っ
て
お

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

も
得
て
い
る
。

川
の
浄
化
に
つ
い
て
は
、

少
し
調
べ
た
だ
け
で
も
様
々

な
方
法
が
あ
る
。
ま
ず
は
川

底
に
溜
ま
っ
た
泥
の
撤
去
が

で
き
な
い
か
。

（
環
境
水
道
課
長
）
五
老
ヶ
滝
川
は

県
の
管
理
下
に
あ
る
の
で
、
町
が
直
接

事
業
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
災
害

防
止
の
観
点
か
ら
、
昨
年
秋
に
建
設
課

か
ら
県
に
対
し
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）

の
要
望
を
出
し
て
あ
る
。

大
事
な
観
光
地
を
流
れ
る
川
で
あ

る
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
住
民
も
一
体

と
な
り
、
専
門
家
の
知
識
も
頂
き
な
が

ら
、
町
ぐ
る
み
の
川
の
浄
化
作
戦
を
立

て
る
べ
き
で
は
。

（
環
境
水
道
課
長
）
住
宅
密
集
地
に

対
し
て
は
、
小
型
の
省
ス
ペ
ー
ス
対
応

の
浄
化
槽
の
普
及
啓
発
を
進
め
る
と
共

に
、
家
庭
か
ら
出
る
雑
排
水
の
処
理
に

つ
い
て
も
、
啓
発
を
進
め
て
い
き
た

い
。

「
国
宝
通
潤
橋
」
に
相
応
し
い

五
老
ヶ
滝
川
の
浄
化
へ
向
け
て

吉
よしかわ

川 美
み か

加議員

全質問の動画は
こちらです

（
※
２
）

集
落
支
援
員
と
は
、
地
域
の
人
材
が
自
治
体

の
委
嘱
を
受
け
、
集
落
対
策
を
推
進
す
る
。

支
援
員
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
特
別

交
付
税
と
し
て
財
源
措
置
が
あ
る

通潤橋下を流れる五老ヶ滝川。淀ん
でいます。撮影日 令和 7 年 7 月 9 日

注意を促す横断幕



一　般　質　問

条例の一部改正 他

議会だより「山都」第57号 6

（概要）旧蘇陽町の組合委託林立木を地方自治法施行令第３条の規定に基づき処分するものです。
　１　物件の所在・面積　山都町伊勢字梶原 290 番地１他８筆（3.32ha）
　２　処分対象物件　　　スギ　　ヒノキ　他皆伐
　３　分収金の額　　　　売上価格（木材販売代金から係る経費を差し引いて得られた額）の７割
　４　造林契約の相手方　伊勢造林組合（代表者）　嶋田　俊雄

（概要）国の補助を受けて行
う農地、農業用施設等の
災害復旧事業について、
令和7年７月１日から当該
受益者負担率の変更を行
うことに伴い、山都町建
設事業分担金徴収条例の
一部を改正するものです。

○受益者負担金（測量）の改正について
現　　行 → 改正後（案） 備考

その他災害 査定決定額の100分の５ → 免除
激甚災害 査定決定額の100分の２ → 免除

○受益者負担金（工事）の改正について
現　　行 → 改正後（案） 備考

その他災害（農地） 災害復旧費の100分の40 → 災害復旧費の100分の５ 補助率嵩上げなし
その他災害（施設） 災害復旧費の100分の25 → 災害復旧費の100分の５ 補助率嵩上げなし

激甚・その他災害（農地） 災害復旧費の100分の40～100分の１ → 災害復旧費の100分の５ 補助率嵩上げあり
激甚・その他災害（施設） 災害復旧費の100分の25～100分の１ → 災害復旧費の100分の５ 補助率嵩上げあり

町有の組合委託林立木の処分について

山都町建設事業分担金徴収条例の一部改正

通
潤
橋
前
の
川
を
き
れ
い
に
す
る

た
め
の
対
策
に
つ
い
て
。

（
町
長
）
行
政
、
そ
れ
か
ら
住
民
の

御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

（
副
町
長
）
ま
ず
は
ど
う
い
う
状
態

に
あ
る
の
か
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
そ
の

対
策
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

畑
、
桐
原
、
大
川
町
、
個
々
の
合

併
浄
化
槽
の
設
置
率
を
聞
き
た
い
。

（
環
境
水
道
課
長
）
城
原
地
区
42
・

１
％
、
城
平
地
区
32
・
１
％
、
畑
地
区

23
・
４
％
、
下
市
37
・
４
％
、
4
地
区

の
平
均
が
33
・
５
％
。

通
潤
橋
前
の
水
質
検
査
は
出
来
な

い
か
。

（
環
境
水
道
課
長
）
水
質
検
査
に
つ

い
て
、
本
課
で
は
町
内
の
河
川
に
つ
い

て
、
原
則
１
河
川
１
か
所
、
町
全
体
で

22
か
所
を
年
４
回
、
定
期
的
、
継
続
的

に
検
査
を
行
っ
て
い
る
（
例
外
は
小

峰
、
千
滝
等
の
処
理
施
設
の
下
流
）。

今
回
の
五
老
ケ
滝
川
に
つ
い
て
も
、
入

佐
地
区
下
流
で
検
査
し
て
い
る
。
今

回
、
河
川
が
汚
れ
て
る
と
い
う
声
が
多

数
聞
こ
え
て
き
た
の
で
、
現
在
の
水
質

の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
検
討

し
た
い
。

浦
川
の
四
万
十
式
浄
化
槽
の
設
置

年
と
整
備
費
用
及
び
補
助
金
に
つ
い
て

（
環
境
水
道
課
長
）
平
成
12
年
度
に

設
置
、
整
備
費
は
約
７
，
０
０
０
万
円
、

補
助
金
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

町
内
の
下
水
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

町
内
の
用
水
路
に
農
業
用
水
を
流
す
こ

と
で
悪
臭
対
策
に
は
な
ら
な
い
か
。

（
環
境
水
道
課
長
）
大
雨
の
と
き
排

水
処
理
で
き
な
い
な
ど
の
事
態
が
生
じ

る
可
能
性
も
あ
る
な
ど
、
処
置
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
河
川

に
対
す
る
規
定
は
。

（
環
境
水
道
課
長
）
第
２
章
で
河
川

の
水
質
汚
濁
の
防
止
と
し
て
規
定
し
て

あ
る
。

何
人
も
、
み
だ
り
に
河
川
の
水
質
を

汚
濁
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

河
川
に
生
活
排
水
を
排
出
す
る
者
は
、

河
川
の
水
質
の
保
全
を
図
る
た
め
、
調

理
く
ず
、
廃
食
用
油
等
の
処
理
、
洗
剤

の
使
用
等
を
適
正
に
行
う
よ
う
に
心
が

け
る
と
と
も
に
、
水
質
を
汚
濁
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
物
質
を
排
出
し
な
い
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
浄
化
装

置
等
を
設
置
し
て
、
生
活
排
水
に
よ
る

水
質
へ
の
負
荷
の
低
減
に
資
す
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
。

通
潤
橋
前
の
川
を
き
れ
い
に
す
る

た
め
の
対
策
に
つ
い
て 坂

さかもと

本 幸
こうせい

誠議員

全質問の動画は
こちらです



条　　例

議会だより「山都」第57号7

　子育て支援住宅はより多くの子育て世帯が利用できるように、入居条件を満たさなくなったと
きは退去いただくことになっています。退去をお願いするのは
①最年少の子どもの年齢が 18 歳に達した日以後最初の 3 月 31 日を迎えたとき
②子どもを有しない状態で妻の年齢が 43 歳に達したとき
③婚姻関係（事実上婚姻関係を含む）がなくなり、子育て世帯に当てはまらなくなったとき
④入居者の所得が月額 487,000 円を超えたとき

※令和 7 年 7 月 1 日以降に募集を行う入居者から適用

　山都町内の空家に対して①「管理不全空家」②「特定空家」を指定し、持ち主に対して管理の
指導や撤去を勧めていき、適正な管理が行われていない空家が倒壊の危険、衛生上や景観の問題
を引き起こさないようにするための条例です。　

①管理不全空家とは

持ち主が適正な管理を行わな
いことにより、そのまま放置
すれば特定空家に該当する恐
れのある空家のこと

②特定空家とは
管理不全空家が持ち主により
適正な管理をされていないこ
とにより、倒壊等の危険とな
る恐れ、または衛生上有害と
なるおそれ、または著しく景
観を損なう状態が続き、周辺
の生活環境を保全するために
も放置することが不適切な空
家のこと

山都町すくすく子育て支援住宅条例の一部改正（おおるりメゾンド浜町）

山都町空家等対策の推進に関する条例

入居後に、
①
②　　のいずれかに該当するとき
③

入居後に、
④のみ該当するとき

明渡し期限の翌日からは毎月近傍同種家賃
の額の2倍に相当する額以下の金銭を徴収
する（156,000円）。

明渡し期限後も継続して入居を続けるとき
は、期限の翌日から近傍同種家賃の額に相
当する額の賃料を支払う（78,000円）。

┲
㌇
┳
㌇
┴

空
家
の
状
態
の
確
認

空
家
の
状
態
の
確
認

管
理
不
全
空
家
の
認
定

特
定
空
家
の
認
定

指　

導

助
言
・
指
導

勧　

告

※
住
宅
用
地
特
例
の
対
象
か
ら
除
外

勧　

告

※
住
宅
用
地
特
例
の
対
象
か
ら
除
外

行
政
に
よ
る
強
制
撤
去
等

※
撤
去
等
に
要
し
た
費
用
を
所
有
者
か
ら
徴
収

命　

令

※
命
令
に
違
反
す
る
と
50
万
円
以
下
の
過
料



工事請負契約

議会だより「山都」第57号 8

通潤橋周辺整備事業

工　事　名　通潤橋らせん階段新設工事
契 約 金 額　7,471万2,000円
契約相手方　有限会社　吉見建設
入札の方法　指名競争入札
内　　　容　通潤橋前の観光施設の上段駐車場

とトイレや物産館をつなぐ動線と
して、らせん階段を設置する。

工　事　名　通潤橋屋外通路新築工事
契 約 金 額　1億835万円
契約相手方　株式会社　尾上建設
入札の方法　指名競争入札
内　　　容　物産館と新設するトイレ及び史料
　　　　　　館をつなぐ通路の庇を新設する。

工　事　名　通潤橋飲食施設新築工事
契 約 金 額　1億2,430万円
契約相手方　宮田建設　株式会社
入札の方法　指名競争入札
内　　　容　旧中央体育館解体跡付近に、屋根
　　　　　　付きの飲食スペースと、厨房施設
　　　　　　を新設する。

通
潤
橋
周
辺
整
備
事
業
の
目
的

　

通
潤
橋
の
眺
望
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
場
所
、
歴
史
を
学
べ
る
場
所
と
し

て
、
ま
た
、
地
元
特
産
品
を
購
入
で
き

る
場
所
等
と
し
て
、
町
内
商
店
街
を
含

め
た
滞
留
の
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
事

業
。
来
訪
者
の
行
動
が
山
都
町
の
広
範

囲
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
事

業
を
進
め
て
い
る
。（

商
工
観
光
課
説
明
）



工事請負契約

議会だより「山都」第57号9

通
潤
橋
屋
外
通
路
新
築
工
事

（
西
田
議
員
）
物
産
館
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
は
終
わ
っ
て
い

る
か
。
庇
を
つ
け
る
だ
け
の
工
事

に
１
億
円
も
か
か
る
の
か
。

（
商
工
観
光
課
長
）物
産
館
の

工
事
は
11
月
末
の
竣
工
予
定
で
現

在
発
注
を
行
っ
て
い
る
段
階
。
工

事
費
は
、公
共
工
事
と
し
て
の
公

表
単
価
で
積
算
し
て
お
り
、公
表

単
価
に
な
い
部
分
は
、県
の
積
算

基
準
に
基
づ
き
、民
間
業
者
３
社

か
ら
見
積
り
単
価
を
徴
収
し
て
、

そ
の
中
の
最
低
単
価
を
用
い
積

算
し
て
い
る
。

通
潤
橋
ら
せ
ん
階
段
新
設
工
事

（
坂
本
議
員
）１
・
２
ｍ
幅
の
階

段
で
登
り
下
り
共
用
だ
と
、雨
の

時
に
傘
を
さ
せ
な
い
。
屋
根
が
必

要
で
は
な
い
か
。

（
商
工
観
光
課
長
）屋
根
を
つ

け
る
計
画
は
な
く
、利
用
者
の
お

互
い
の
マ
ナ
ー
の
範
囲
で
調
整

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。

通
潤
橋
飲
食
施
設
新
築
工
事

（
吉
川
議
員
）こ
の
施
設
は
急

な
降
雨
な
ど
、見
学
小
学
生
の
避

難
所
と
し
て
も
活
用
で
き
る
か
。

ま
た
、こ
の
施
設
が
整
備
さ
れ
る

ま
で
の
間
は
、テ
ン
ト
を
設
置
す

る
な
ど
の
応
急
対
応
は
で
き
な

い
か
。

（
商
工
観
光
課
長
）オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
す
る
た
め

急
な
雷
雨
時
の
避
難
所
と
し
て
も

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
整
備

が
完
了
す
る
ま
で
の
テ
ン
ト
等

の
設
置
に
つ
い
て
は
、検
討
す
る
。

山
都
町
運
動
公
園
中
央
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
工
事（
第
二
期
）

（
坂
本
議
員
）グ
ラ
ウ
ン
ド
の

排
水
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）路
盤
に
ク

ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン
、表
層
に
15
セ

ン
チ
の
舗
装
を
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、グ
ラ
ウ
ン
ド
の
中
央
か

ら
外
側
に
向
け
０
・
５
％
の
勾
配

を
つ
け
る
設
計
。
傾
斜
が
あ
る
こ

と
で
、雨
水
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
外

側
に
流
す
対
策
と
し
て
い
る
。

総合運動公園整備事業

五老ヶ滝川河川災害助成事業

質　

疑　

応　

答

工　事　名　山都町運動公園中央グラウンド整備工事（第二期）
契 約 金 額　１億4,778万2,800円
契約相手方　株式会社　協信総業
入札の方法　指名競争入札
内　　　容　運動公園の中央グラウンドの第二期工事。野球での

活用を視野に整備し、水捌けの対策も行う。

工　事　名　五老ヶ滝川　河川災害関連復旧工事
契 約 金 額　１億8,348万円
契約相手方　大栄企業　株式会社
入札の方法　指名競争入札
内　　　容　山都町下名連石地内の令和５年災害
　　　　　　の復旧工事。
被 害 状 況　当該出水により、山都町管理区間で
　　　　　　は1.68ha が浸水（農地・家屋）。
　　　　　　公共土木施設の被災も多数発生。



財産の取得

議会だより「山都」第57号 10
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次の定例会は、

９月の予定です。
※詳しい日程等については、議会事務局まで
お問い合わせください。（☎72-1289）

本誌で掲載していない6月定例会の議案
と議決結果は、山都町HPに掲載してあ
ります。

「議会だより」に関する
ご意見・ご感想は

右記のQRコードから
お寄せください。

QRコード（インターネット）

集

記

編

後

第20回山都町写真コンテスト　入選『ちびっ子カメラマン』
撮影者：山川　信雄さん  （宇土市在住）78 歳  

（本人コメント）自然の材料で造られた「大造り物」。県内外から多くの見物客で賑わう八朔祭。「武蔵坊弁慶」
が街中を練り歩く。その姿に感動したのか写真に収めようと父親の肩車に乗り一心に写真を撮る親子の微笑ま
しい姿にホッコリしました。

表
写
紙
真

ユニバーサルデザインを活用しています。
ご意見お待ちしています。

山都町リモート窓口システム導入
件　　　名　山都町リモート窓口システム導入
契 約 金 額　925万7,600円
契約相手方　グローリー株式会社（熊本市）
契約の方法　随意契約
内　　　容　各支所への来訪者がリモート

システムを利用し本庁職員と
音声・映像のやり取りに加え
画面上で資料を共有しながら
相談・手続きを行えるように
する。移動の負担を軽減するこ
とで住民の利便性向上を図る。

 解決したい課題 
　役場本庁で取扱う申請・相談等の手続きに
関して、遠方に住む町民は本庁までの移動が
負担となっている。
 期待される効果 
　最寄りの支所窓口に設置されたリモート窓
口を活用することで、本庁へ来庁することな
く申請・相談等の手続きが可能となり負担が
軽減される。

【お詫びと訂正】
　議会だより第56号の3ページ「令和7年度一般会計予算の内
容」に関し、間違いがありました。お詫びして、訂正します。

（誤）中央グラウンド整備工事　1億9,000万円
　　→　（正）中央グラウンド整備工事　1億7,000万円

（誤）公園サイン（避難誘導含む）工事　200万円
　　→　（正）公園サイン（避難誘導含む）工事　2,000万円
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